
様式２－２

R３ ～ R７

（アウトカム） 24% （令和７年度） 13.5% （令和元年度）

（アウトカム） 71% （令和７年度） 61.3% （令和元年度）

（アウトカム） 20% （令和７年度）

（アウトカム） 13% （令和７年度）

（アウトカム）
現状値
以上

（令和７年度） 1,114人 （令和4年）

（アウトプット） 100社 （令和７年度） 90社 （令和5年度）

（アウトプット） 30名 （令和6年度）

（アウトプット） 10社／年 （令和6年度）

目標値（時点） 現状値（時点）

社会全体において男
女平等と感じる人の割

合[市民意識調査]

３．女性活躍推進法に基づく
　　推進計画策定時期
　　 （策定予定時期）

令和３年３月　　（ 策定済 ・ 策定予定 ）※どちらかにマルをつけてください。 計画期間（予定）

４．地域の実情と課題
⇒要件①「地域性」

　　「ジェンダーギャップ指数2023」において日本は146ヶ国中125位とG7（主要7ヶ国）に中でも最下位である。
　福島市の審議会等への女性委員の参画率は年々上昇してはいるものの、目標値40％に対し、38.3％（令和5年4月時点）にとどま
り、また、本市の民間企業における女性管理職の割合については、19.5％（令和4年7月末時点）となっている。
家事・育児・介護については、依然として女性がその多くを担う傾向があり、男性の理解と協力を含めた女性が働きやすい環境づくり
や多様な働き方の推進、女性活躍の場の確保は本市においても重要である。
　また、令和５年度上半期の本市への移住者数は、前年度同時期に比べ38.9％増加しており、転入女性が能力を発揮して社会で活
躍し、個々のライフスタイルに応じた働き方の多様化を促進するためにも、働き方の一つである「起業」への支援はますます必要であ
る。

５．事業の趣旨・目的
⇒要件①「地域性」

　福島市総合計画（令和３年度～）では人口減少・少子高齢化の進行が課題とされており、これに関する施策展開として子育て、就
職（雇用）があげられている。個別施策「男女共同参画・人権尊重の推進」「就労支援と雇用の創出」における女性の活躍や就労支
援として次の取り組みを行いたいと考える。

＜女性のキャリアアップ、活躍の場の確保＞
・働くことに課題を抱えている女性の不安を軽減したり、課題解決のヒントを見つけられるセミナーを実施し、女性の活躍を支援する。
・家事、育児、介護など様々な状況下での女性活躍の場の一つとして「起業」に焦点をあて、起業することへのアイディア作り、女性
起業家などとのネットワーク形成や活躍する女性のロールモデル情報を提供する。

＜女性の就労支援＞
・働く女性を応援する企業に対して、福島市独自の認証制度を設けて、女性の雇用継続、管理職登用の推進、仕事と子育て・家庭
生活が両立できる環境づくりを推進するとともに、市内企業への波及を図るため認証を受けた企業の取り組みを発信する。

６．事業目標・重要業績評価
指標（ＫＰＩ）　（全体）
⇒要件②「見える化」

①令和７年度まで（第５次男女共同参画基本計画
期間中）の中長期目標

性別による固定的な役
割分担に反対する人
の割合[市民意識調

査]

民間企業における女
性管理職の割合[福島
市労働条件等実態調

査]

民間企業における男
性の育児休業取得率
[福島市労働条件等実

態調査]

目標・ＫＰＩ

地域女性活躍推進交付金事業実施計画書（市町村分）

都道府県名：福島県福島市　　　　　

１．事業名 女性活躍応援事業

２．実施期間 令和６年４月１日　～　令和７年３月３１日

②令和７年度まで（第５次男女共同参画基本計画
期間中）の重要業績評価指標（ＫＰＩ）（※ＫＰＩは目
標達成への事業進捗の測定指標）

③事業目標（全体）

福島市内における女
性個人業主の人数[経
済センサス-活動調査]

働く女性応援認証企
業数（総数）

④事業ＫＰＩ（全体）

起業講座受講者数

働く女性応援認証企
業数



設置の有無 無
設置（公表）時
期

※連携体制
が、法に基づく
協議会の場合
「○」を選択

○ ①実施済

②実施予定 ⇒ 年 月から

③検討中

④実施予定な
し

７．事業内容
⇒要件①「地域性」
⇒要件④「政策連携」

（１）女性の起業チャレンジ応援事業
起業を目指す女性を支援するため、関係機関（ふくしま女性起業家活躍推進協議会や創業支援機関）と連携して、起業の基礎知識
を学ぶ講座や女性起業家とのネットワーク形成を図る交流会等を開催し、受講者のレベルに応じたきめ細かい、かつ継続的なサ
ポート体制を構築する。
（２）働く女性応援事業
①働く女性応援企業認証
働く女性の職場環境を改善し、働く女性がより高いポテンシャルを発揮できるよう、女性が働きやすい職場環境づくりに取組む企業を
福島市独自の認証制度において認証する。また、市内企業への波及を図るため、認証を受けた企業の取り組みを発信するなど、誰
もが働きやすい職場環境づくりを推進する。
②女性活躍推進セミナー
働くことに課題を抱えている女性の不安軽減や課題解決に繋げることができるセミナーを実施し女性の活躍を支援する。さらに、それ
ぞれが抱えている状況や課題を抽出し、市内の女性が抱えるニーズを把握し、より有効な事業へと繋げていく。

８．事業の実施により
　　期待される効果

①共通事項
魅力ある企業や起業しやすい風土の醸成により、人口流入による移住や定住の促進、業績向上を通じた地域経済の活性化を見込
める。
②起業支援の効果
ライフサイクル、ライフプラン、時間・場所にとらわれない働き方ができることにより、女性活躍の推進、チャレンジ気運の醸成につなが
る。
③企業支援の効果
・組織トップのコミットメントを通じて、女性活躍を推進するための職場環境を実現する。
・働きやすい職場環境を通じて、企業における人材確保（離職率の低下）につながる。

９．事業効果の検証及び
　　今後の課題の整理方法

・福島市労働条件等実態調査を毎年実施し、民間企業の女性育児休暇取得率、女性管理職割合などを調査。
・起業講座受講後の追跡調査によるその後の効果等の検証。
・セミナー参加者へのアンケート調査による課題整理。
・商工会議所や地方銀行への起業支援を希望する人数や意向状況の調査。

10．事業の実施体制
⇒要件③「官民連携・地域連
携」

連携体制の名称

Ⅰ －（市内の公共団体等）
Ⅱ 包括連携協定（各々）
Ⅲ ふくしま田園中枢都市圏
Ⅳ －（市内の先進的企業）

女性活躍推進法に基づく協議会の設置状況

構成団体

Ⅰ 福島商工会議所、ふくしま女性起業家活躍推進協議会（福島県）、ハローワーク福島
Ⅱ 東邦銀行、福島信用金庫
Ⅲ 福島市、二本松市、伊達市、本宮市、桑折町、国見町、川俣町、大玉村、飯舘村
Ⅳ 市内の先進的企業

各構成団体の主な連
携内容

Ⅰ 福島商工会議所：起業に関するアドバイス、福島駅西口インキュベートルーム（福島県）の紹介（起業、創業
に関する支援情報収集）
Ⅰ ふくしま女性起業家活躍推進協議会（福島県）：女性起業家の紹介、起業支援のサポート
Ⅰ ハローワーク福島：セミナー開催の広報
Ⅱ 金融機関が実施する講座と連携し、受講者のステップアップにつなげる
Ⅲ 各自治体から受講者を募り、広域で気運を高める
Ⅳ その他、市内の女性活躍推進企業等からの取り組み事例の提供

他の地方公共団体と
の連携

ふくしま田園中枢都市圏の構成市町村の在住女性の参加も可能とし、県北地域の人口交流を促し、広域で女
性活躍の気運を高める。

11．女性活躍推進法に基づく
国の「女性活躍推進に向けた
公共調達及び補助金の活用
に関する取組指針」に準じた
公共調達における取組

▼いずれかに〇 ▼②選択時のみ入力 ▼取組内容（①、②選択時のみ入力）

「福島市働く女性応援認証企業」は、福島市競争入札参加資格審査の格付け等
の審査時に、工事等に係る主観点が付与の対象になる。
「福島市働く女性応援認証企業」は、総合評価一般競争入札において加点対象
となる。


